


第１章

計画の策定の基本的な考え方

本県においては、「沖縄県スポーツ振興基本計画」に替わる新たな計画として平成

25年度から令和３年度までの９年間を対象として「沖縄県スポーツ推進計画」（以下、

「県第１期推進計画」という。）を策定し、今後のスポーツ振興のあり方、スポーツ

活動の普及・推進による活力ある地域社会の形成及び新たな産業の振興について、基

本的な方向性を示しました。

また、令和に入るとラグビーワールドカップや東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会が開催され、国中が感動と興奮に包まれたなかで、東京2020大会には

県内からも12名の選手が出場し５つのメダル獲得がありました。さらに、令和５年に

はFIBAバスケットボールワールドカップ2023が本県で開催されることから、スポーツ

を通じた地域振興、交流の拡大とともにスポーツへの関心がますます高まっていくこ

とが期待されています。

一方で国においては、令和４年３月に「第３期スポーツ基本計画」（以下「国第３

期基本計画」という。）を策定し、東京2020オリンピック・パラリンピック大会のス

ポーツ・レガシーの継承・発展に資する重点施策として「持続可能な国際競技力の向

上」や「共生社会の実現」、「多様な主体によるスポーツ参画の促進」、「地方創

生・まちづくり」などを重点事項とし、スポーツを通じて活力ある社会づくりに取り

組むことが期待されています。

沖縄振興計画である「新たな振興計画」においてスポーツ関連施策は、世界にはば

たき躍動する「スポーツアイランド沖縄」の形成を位置付けており、その実現に向け

た個別計画として今後の５年間を計画期間とする「第２期沖縄県スポーツ推進計画」

を策定することになりました。

はじめに

計画の位置付け

本計画は、沖縄振興計画としての性

格を併せ持った「新たな振興計画」に

基づくスポーツ分野における計画であ

り、スポーツ基本法第10条第１項に定

める地方スポーツ推進計画として位置

付けています。

①

計画の期間

本計画の期間は、令和４（2022）年

度から令和８（2026）年度までの５年

間とします。

新たな振興計画
（基本計画）
令和4〜13年度

実施計画
令和4〜8年度

沖縄振興
特別措置法

第２期沖縄県スポーツ推進計画
令和4〜8年度

スポーツ
基本法

スポーツ
基本計画

（ｽﾎﾟｰﾂ庁）

沖縄県観光振興基本計画 / 沖縄県教育振興基本計画
沖縄県生涯学習推進計画 / 沖縄県健康増進計画
沖縄県障害者基本計画 / 沖縄空手振興ビジョン

沖縄県自転車活用推進計画 等



本計画に基づく各施策は、SDGｓの目標の達成に資するものであることから、施策ご

とに深く関連するSDGｓの目標を示しています。

SDGｓを踏まえた計画の推進

平成23（2011）年に公布されたスポーツ基本法において「スポーツは、世界共通の

人類の文化である」と記されています。こうした趣旨を踏まえ、県第１期推進計画に

おいても様々なスポーツ施策を展開してきました。

また、スポーツ基本法において、スポーツは「心身の健全な発達、健康及び体力の

保持増進、精神的な充足感の獲得、自律心その他の精神の涵養等のために個人又は集

団で行われる運動競技その他の身体活動」と広く捉えられており、「スポーツを通じ

て幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利」であるとされています。

今後「スポーツ」をより成熟させていくうえで、近年ではスポーツの価値や力が認

められ、スポーツが語られ、活用される場面や機会はますます増え、「スポーツ」と

いう言葉に含まれる意味はより多義的になっていくことが予想されます。

上記に加え、国第３期基本計画における定義の整理も参酌し、本県においても、

「楽しさ」や「喜び」に根源を持つ、心身の健康等のために自発的に行われる身体活

動を広くスポーツと捉え、本計画を推進します。

計画におけるスポーツの捉え方

第３期スポーツ基本計画（スポーツ庁）
におけるスポーツの定義はこちら

第２期沖縄県スポーツ推進計画策定
にあたり沖縄県が作成

④②



③

県第１期推進計画においては、スポーツ文化の醸成に向けて、スポーツが有する価

値を広め、県民のスポーツ実施率向上に取り組む等、「スポーツ振興」を推進してき

ました。

スポーツの価値は今般のコロナ禍における社会でも再確認されました。世界的に、

新型コロナウイルスの影響のもと、スポーツが、「不要不急」のものであるかのごと

く扱われ、日々の生活から失われたり、制限されたりすることで、心身の健康保持へ

の悪影響、閉塞感のまん延、日頃の成果発表の機会の喪失などの影響が生じました。

また、日本のスポーツ市場は2018年時点で約9.1兆円の市場規模を有しており、今後

2025年時点で15兆円を目指しさらなる拡大を図っていくなかで、その収益をスポーツ

環境の改善に還元し、スポーツ参画人口の拡大につなげるという好循環を生み出すこ

とが更なるスポーツ市場の拡大につながります。本県においても新型コロナウイルス

の感染拡大の影響を受けたスポーツコンベンション等を再び活性化させるとともに、

成長産業化への道筋を明確なものとすることが求められています。

これらを踏まえ、本県においては「県民等が主体的に参画するスポーツ環境の整

備」（インナー施策）と「スポーツ関連産業の振興と地域活性化」（アウター施策）

という２つの施策をバランスよく進めていきます。両施策はそれぞれが独立した目標

として達成されるものではなく、両施策を跨ぐ取組や相互に作用・循環する取組等に

より、密接に相関しながら、スポーツの価値がより広い範囲に波及していくことを目

指します。

スポーツの価値

第２期沖縄県スポーツ推進計画策定
にあたり沖縄県が作成



④

第２章

沖縄県のスポーツを取り巻く環境の変化

人口構成の変化

家族構成の変化

健康状態の変化

社会状況の変化

その他環境の変化

これまでは増加基調も

令和12(2030)年をピークに減少に転じる見込み
高齢化率は徐々に高まり令和27（2045）年には

31.4％に

１世帯あたりの人員は減少傾向、令和2（2020）年
には2.39人/世帯

単独世帯は令和22（2040）年までに1.7倍増加

令和元（2019）年には健康寿命は男性が26位から40位へ

女性が10位から25位へ順位を下げた

沖縄県の医療費は高齢化の進展に伴い今後も増加

スポーツの成長産業化に大きな可能性

県内のスポーツ市場規模は平成27（2015）年時点で

976億円と平成23（2011）年比の53.2％増

日本開催の国際大会が続き、

2023年には本県を会場としたFIBAバスケット
ボールワールドカップ2023が開催予定であり
スポーツに対する機運が高まる



第３章

沖縄県が目指す姿

本県の地域特性やスポーツの持つソフトパワーを最大限活用した持続可能な沖縄の

発展に向けて、県民や県外・海外から訪れた人々がともに享受できる、『世界にはば

たき躍動する「スポーツアイランド沖縄」の形成』を目指します。

基本理念

⑤

世界にはばたき躍動する
「スポーツアイランド沖縄」の形成

「スポーツアイランド沖縄」とは沖縄の特性を活かした本県におけるス

ポーツ振興のコンセプトであり、以下の①～③が実現できているとともに、

④の状態になっていることを言います。

① 県⺠が健康・⻑寿であるため生涯を通してスポーツを楽しめること
② 国内外で活躍するトップアスリートを輩出すること
③ 我が国の南端のスポーツ交流拠点として年間を通したスポーツコン

ベンションが開催されること
④ 沖縄の地理的特徴や恵まれた自然・温暖な気候、特色ある地域・文

化・産業とスポーツを関連づけ、スポーツの持つソフトパワーを活
用することにより、地域・経済の活性化につながる取り組みが全県
的に行われていること

政策目標（施策展開）

本県のスポーツを取り巻く環境、スポーツの価値、スポーツの捉え方などが大きく

変化している中、「新たな振興計画」においては、『世界にはばたき躍動する「ス

ポーツアイランド沖縄」の形成』として、スポーツ関連施策を一つの基本施策にまと

めることにより、体系立てて整理することとなりました。

「施策展開」としては「県民等が主体的に参画するスポーツ環境の整備（インナー

施策）」と「スポーツ関連産業の振興と地域の活性化（アウター施策）」に分けてお

り、スポーツコンベンションの推進、スポーツ関連産業のグローバル展開、県民のス

ポーツ参加の機会拡充等に向けて取り組むものとなっています。



施策体系

⑥

施策 主な課題 主な取組み

県
民
等
が
主
体
的
に
参
画
す
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

１
県民⼀⼈ひと
りが参加する
生涯スポーツ
の推進

スポーツ参画⼈口の拡
大とスポーツを通じた
健康増進・生きがいづ
くり

• 成⼈のスポーツ実施率
向上（特に女性）

• 実施阻害要因の解消
• 誰もがスポーツを楽しめ

る環境の整備

• 総合型地域スポーツクラ
ブの育成支援

• スポーツ・レクリエー
ションを通じた健康維
持・増進

• 学校体育の充実
• 地域運動部活動の推進

スポーツを通じた共
生社会の推進

２ 県民の競技⼒向上・スポーツ活動
の推進

• スポーツを行う児童生徒
の増加

• 未来のトップアスリート
の発掘・育成・強化

• 国体の順位向上
• 競技⼒の向上

• ジュニアアスリートの発
掘・育成・強化

• 小学校から社会⼈までの
⼀貫した指導体制の充実

• データを活用した科学的
な選手育成

• オリンピアン・パラリン
ピアンの顕彰

３ スポーツ・レクリエーション施設
及び関連基盤の整備・充実

• 施設の適切な管理・運営
• 施設劣化への対応
• 施設の共有化や学校体育

施設の開放
• 施設のバリアフリー化・

多言語化
• 施設情報の発信や利用予

約等の利便性向上

• 老朽化施設の計画的な改
修・修繕

• 誰もが利用しやすい施設
の整備

• 学校体育施設の有効活用
• スポーツ関連施設におけ

るICTの活用導入

ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

１

スポーツコン
ベンションの
推進とスポー
ツ交流拠点の
形成

スポーツコンベンショ
ンの誘致・開催 • 新たなキャンプ集積可能

性が見込める競技の洗い
出し

• アフターコロナを見据え
た大学合宿等誘致

• 大規模大会の開催ノウハ
ウの蓄積

• 「スポーツアイランド沖
縄」のブランド⼒の向上

• ｽﾎ゚ ﾂーｺﾝﾍ゙ ﾝｼｮﾝの誘致
• ﾌ゚ ﾛ野球ｷｬﾝﾌ゚ 訪問観光促

進／ﾌ゚ ﾛｻｯｶー ｷｬﾝﾌ゚ 誘致
• スポーツコミッションを

活用した合宿等誘致
• FIBAﾊ゙ ｽｹｯﾄﾎ゙ ﾙーﾜー ﾙﾄ゙ ｶｯﾌ゚

2023の開催支援
• J1規格スタジアムを核と

した地域の賑わいの創出
• ｻｲｸﾙﾂー ﾘｽ゙ ﾑの推進
• 空手ツーリズム等の推進

スポーツツーリズム
の推進

地域・観光交流拠点と
なるスポーツ関連施設
の整備・充実

２

スポーツを核
とした新たな
産業の創出と
グローバル展
開

スポーツ関連産業の
創出

• 新事業創出促進に向けた
新たな市場の創出

• IoTやビッグデータを活
用した付加価値の創造

• 多様な産業との連携構築
による裾野の拡大

• 先進技術の活用
• スポーツビジネスモデル

の構築（DXの推進）
• スポーツ医・科学拠点の

形成

• スポーツビジネスモデル
創出への支援

• スポーツマネジメント⼈
材の育成

• ｽﾎ゚ ﾂー医・科学（ｽﾎ゚ ﾂー・ﾍ
ﾙｽｹｱｻｲｴﾝｽ）拠点の構築

• スポーツ関連産業の展示
会誘致・開催

スポーツ医・科学拠
点の形成

３
スポーツ資源
を活用したま
ちづくり

スタジアム・アリー
ナ及びスポーツチー
ム等の地域資源を活
用したまちづくり

• スポーツを通じた社会課
題解決・地域活性化

• スタジアム・アリーナを
核としたまちづくり

• 県内のスポーツチーム、
医・科学拠点等との連携

• 地域での担い手の確保や
質の向上

• 国際競技大会や大規模ｽ
ﾎ゚ ﾂーｲﾍ゙ ﾝﾄの誘致・開催

• 県内ﾌ゚ ﾛｽﾎ゚ ﾂーﾁー ﾑ等を活用
したまちづくり

• 離島におけるｽﾎ゚ ﾂーの振興
• DXの推進による県民へ

のｽﾎ゚ ﾂーをする機会の提供
• ｽﾎ゚ ﾂーを通じた多様な社会

課題解決及び国際貢献

⼀⼈も取り残さない
スポーツへの
「アクセス」の確保

インナー
施策

アウター
施策

第４章

施策と具体的な取り組み

※下線は新規取組み



⑦

県⺠⼀⼈ひとりが参加する⽣涯スポーツの推進

• 総合型地域スポーツクラブへの支援 による身近なスポー
ツ環境の整備に取り組みます。

• スポーツ少年団の普及や育成などスポーツの実施を促進
します。

• 高齢者が体力や健康状態に応じたスポーツ・レクリエー
ションに親しむことができる環境づくりに取り組みます。

• 障害者のスポーツ参加に向けて、スポーツ・レクリエー
ション活動に参加できる環境づくりに取り組みます。

県⺠の競技⼒向上・スポーツ活動の推進

• 沖縄県スポーツ協会を通じて、各競技団体が取り組む強
化練習、対外試合、強化合宿を支援します。

• 沖縄県スポーツ協会と連携し、有望なジュニアアスリー
トの発掘、育成に取り組みます。

• 沖縄県スポーツ協会と連携し、科学的サポート体制を構
築するなど、データに基づいたトレーニングの導入を推
進します。

スポーツ・レクリエーション施設及び関連基盤の整備・充実

• スポーツ・レクリエーション施設の機能向上に取り組み、
安全確保対策と利用者の満足度向上に取り組みます。

• スポーツ・レクリエーション施設の利用環境について、
バリアフリー・多言語化に取り組みます。

• 誰もが気軽にスポーツにアクセスできるよう、スポーツ
関連施設におけるICTの活用導入を進めます。



⑧

スポーツコンベンションの推進とスポーツ交流拠点の形成

• スポーツイベント、キャンプ、合宿等のスポーツコンベ
ンションを市町村、スポーツコミッション等の関係団体
と連携して、誘致・開催に取り組みます。

• FIBAバスケットボールワールドカップ2023開催に向けて
受入体制構築、機運醸成に向けた取り組みを行います。

• 沖縄の自然環境や地理的優位性を生かしたスポーツを推
進します。

• インナー施設とアウター施設にの双方に対応した施設・
設備の充実を図ります。

スポーツを核とした新たな産業の創出とグローバル展開

• スポーツに関連した高付加価値製品・サービス開発を促
進します。

• スポーツビジネスモデル創出に向けた支援を行います。
• スポーツマネジメント人材を育成します。
• スポーツ・ヘルスケアサイエンス拠点の構築に向けて取

り組みます。
• ハイパフォーマンススポーツセンターネットワーク連携

機関の指定を目指す機関を支援します。

スポーツ資源を活用したまちづくり

• Ｊ１規格スタジアムを整備するとともに、地域の賑わい
の創出に取り組みます。

• 県内プロスポーツチーム等を支援するとともに、県内プ
ロスポーツ選手等のトップアスリートを指導者としたス
ポーツイベント、スポーツ教室を開催します。

• スポーツを通じた多様な社会課題の解決や国際交流、国
際貢献に向けて取り組みます。



⑨

施策の成果指標

施策
成果指標

指標 現状値 目標値

県
民
等
が
主
体
的
に
参
画
す
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

１
県民⼀⼈ひとり
が参加する生涯
スポーツの推進

県民のスポーツ実
施率

58.3％
（Ｒ３年度）

65.0％
（Ｒ８年度）

障害者スポーツ活
動団体数

32団体
（Ｒ３年度）

33団体以上
（Ｒ８年度）

２
県民の競技⼒向
上・スポーツ活
動の推進

県出身日本代表ス
ポーツ選手累計
（国際大会）

133⼈
（Ｒ３年度）

228⼈
（Ｒ８年度）

国⺠体育大会男女
総合順位

42位
（Ｒ１年度）

30位台前半
（Ｒ８年度）

３
スポーツ・レク
リエーション施
設及び関連基盤
の整備・充実

県立社会体育施設
の利用者数

645,514⼈
（Ｈ３０年度）

680,000⼈
（Ｒ８年度）

ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

１
スポーツコンベ
ンションの推進
とスポーツ交流
拠点の形成

スポーツコンベン
ション開催実績

682件
（Ｈ３０年度）

700件
（Ｒ８年度）

２
スポーツを核と
した新たな産業
の創出とグロー
バル展開

スポーツ・ヘルス
ケア関連産業の創
出に向けたビジネ
スマッチング件数

43件
（Ｒ１年度）

100件
（Ｒ８年度）

沖縄県におけるス
ポーツ市場規模

976億円
（Ｈ２７年度）

1,400億円
（Ｒ８年度）

３
スポーツ資源を
活用したまちづ
くり

スポーツコンベン
ション参加者数
（県外・海外）

75,574⼈
（Ｈ３０年度）

75,574⼈
（Ｒ８年度）

インナー
施策

アウター
施策
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第５章

計画の着実な推進と進⾏管理

本計画は、『世界にはばたき躍動する「スポーツアイランド沖縄」の形成』を基本

理念として、インナー施策とアウター施策という２つの施策を併存して効果を発現さ

せるため、以下の取り組みを推進します。

計画の着実な推進

計画の進⾏管理・評価・⾒直し

この計画の推進に当たっては、PDCAサイクルを繰り返すことにより、取り組みを継

続的に改善していきます。

また、絶えずスポーツを巡る最新の動向を把握するとともに、学識経験者、スポー

ツ団体代表者、関係行政機関職員等で構成する「沖縄県スポーツ推進審議会」の意見

を聴きながら進捗状況を点検します。

具体的には、沖縄県スポーツ推進審議会において達成状況を客観的に把握・評価す

るために設けた「成果指標」について、実績値、目標値を対比し、進捗状況を確認、

評価していきます。

国や市町村との連携

横断的な取り組みの推進 関係団体
との連携

計画を着実に推進するため，
教育、福祉、保健、観光等
の他分野との連携を図りな
がら、政策効果の高い取り
組みを実現していきます。

国や市町村と連携しながら計画の推進に
取り組んでいきます。

沖縄県スポーツ協会や沖縄観光コンベンショ
ンビューロー、沖縄県障がい者スポーツ協会、
沖縄県レクリエーション協会、各競技団体、
沖縄スポーツ・ヘルスケア産業クラスター推
進協議会等、関係団体と連携の強化を図りま
す。
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❶県⺠⼀人ひとり
が参加する生涯ス
ポーツの推進

❷県⺠の競技⼒
向上・スポーツ
活動の推進

❸スポーツ・レ
クリエーション
施設及び関連基
盤の整備・充実

各施策の推進体制

❶各市町村

❶沖縄県スポーツ協会

❶各市町村体育・スポーツ協会

❶総合型地域スポーツクラブ

❶沖縄県レクリエーション協会

❷各市町村

❷沖縄県スポーツ協会

❷各市町村体育・スポーツ協会

❸各市町村

❸スポーツコミッション沖縄

❶沖縄県
文化観光スポーツ部（スポーツ振興全般）
子ども生活福祉部
（障害者スポーツ、高齢者スポーツ）
保健医療部（健康づくり）
商工労働部（仕事と生活の調和）
土木建築部（道路、都市公園整備等）
教育庁（学校教育、生涯学習振興）

❸沖縄県
文化観光スポーツ部（スポーツ振興全般）
子ども生活福祉部（バリアフリー等）
土木建築部（道路、都市公園整備等）
教育庁（学校体育施設の活用）

スポーツ推進委員

スポーツ少年団

各競技団体

❷沖縄県文化観光スポーツ部（競技⼒の向上）

イ
ン
ナ
ー
施
策
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❶スポーツコン
ベンションの推
進とスポーツ交
流拠点の形成

❷スポーツを核
とした新たな産
業の創出とグ
ローバル展開

❸スポーツ資源
を活用したまち
づくり

沖縄スポーツ・ヘルスケア産業クラスター推進協議会

❶スポーツコミッション沖縄

❶沖縄観光コンベンションビューロー

❶プロスポーツチーム等

❶沖縄県
文化観光スポーツ部
（スポーツ振興、観光振興、交流推進）
土木建築部（都市公園整備等）
教育庁（学校交流）

❶各市町村

❶各競技団体

❷内閣府沖縄総合事務局

❷スポーツ団体、大学、ＩＴ、製造、小売、金融、医療、教育、交通、旅行、食等

❷各市町村

❷スポーツコミッション沖縄

❷沖縄コンベンションビューロー

❸プロスポーツチーム等

❸沖縄県
文化観光スポーツ部（スタジアム整備等）
子ども生活福祉部（バリアフリー等）
土木建築部（まちづくり）

❸各市町村（アリーナ、まちづくり）

❷沖縄県文化観光スポーツ部（スポーツの産業化）

❶各市町村観光協会

ア
ウ
タ
ー
施
策

各施策の推進体制



合気道/アイスホッケー/アクアダンス（アクアビクス）/アメリカンフットボール/アーチェ
リー/アームレスリング/居合道/一輪車/インディアカ/ウィンドサーフィン/ウェーブスキー/ウ
エイトトレーニング/ウエイトリフティング（重量挙げ）/ウォークラリー/ウォールハンドボー
ル/ウオーキング/エアロスイミング/エアロビック/エアースポーツシューティング/エスキーテ
ニス/オズタグ/オリエンテーリング/オーケーゴルフ/オーストラリアンフットボール/オート
キャンプ/カヌー/カバディ/空手道/カンガクリケット/カーリング/気球/気功/キックベース
ボール/キャスティング/キャンプ/弓道/クリケット/クロッケー/クロッケーゴルフ/クロリ
ティー/グライダー/グラウンド・ゴルフ/グラススキー/剣道/健美操/ゲートボール/コーフボー
ル/ゴルフ/ゴールボール/サイクリング・自転車/サイクルサッカー/サイクルフィギュア/サッ
カー/3B体操/サンボ/サーフィン/シャトルボール/シャフルボード/シュートボクシング/少林
寺拳法/ショートテニス/ショートトラックスピードスケート/新卓球（ラージボール）/ジェッ
トスポーツ（水上バイク）/自彊術/ジャズ体操/ジャズダンス/柔道/ジョイアスロン/ジョギン
グ・ランニング/水泳/水球/水上スキー/スカイダイビング/スカッシュ/スキー/スクーバダイビ
ン/スケートボード
ストリートバスケット（3x3）/スノーボード/スノーモビル/スピードスケート/スポーツカイト
/スポーツダイビング/スポーツチャンバラ/スポールブール/相撲/セイルトレーニング/セパタ
クロー/セーリング/ソフトテニス/ソフトバレーボール/ソフトボール/ソングリーディング/タ
スポニー/卓球/タッチフットボール/タッチラグビー/ターゲット・バードゴルフ/ダブルダッチ
/ダンススポーツ/ダーツ/中国拳法/チュックボール/綱引競技/釣り/ティーボール/テニス/デッ
ドボール/デュアスロン/デンマーク体操/トスベースボール/トライアスロン/トランポビクス/
トランポリン/トリットボール/トレッキング（登山）/ドッジボール/ドラゴンボート/なぎなた
/ナスターレース/なわとび/ネットボール/ハイキング/ハンググライディング/ハンドボール
/BMX（バイシクルモトクロス）/バウンドテニス/馬術/バスケットボール/バトントワリング/
バドミントン/バレーボール/パットパットゴルフ/パドルテニス/パラグライディング/パラ
シュートスポーツ/パワーリフティング/パークゴルフ/ビリヤード/ビーチサッカー/ビーチドッ
ジボール/ビーチバレーボール/ビーチフットボール/ビーチボール/ファウストボール/フィギュ
アスケート/フィンスイミング/フェンシング/フォークダンス/フットサル（サッカー）/フット
バッグ/フライングディスク/フラッグフットボール/フリスビードッグ/フリークライミング/フ
リーテニス/フロアホッケー/武術太極拳/ブルームボール/ブーメラン/プンチャック・シラット
/ペタンク/ホステリング/ホッケー/ホースシューズ/ボウリング/ボクシング/ボッチャ/ボディ
ビル/ボディボード/ボート/ボール体操/ポロ/マイクロライトプレーン/マウンテンバイク/真向
法/マレットゴルフ/モーターサイクル・スポーツ/野球（硬式野球）/野球（軟式野球）/雪合戦
/ユニカール/ユニホック/ライフセービング/ラクロス/ラグビー/ラグビーリーグ/ラケットボー
ル/ラジオ体操/陸上競技・マラソン/レスリング/ローラースキー/ローラースケート/インライ
ンスケート/ローンボウルズ

楽しむために
健康のために
自ら選択する
その身体活動は
すべて
スポーツだ

誰だって いつだって どこだって
競ったって競わなくたって


